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は
じ
め
に
鎌倉府の管轄国については、渡辺世枇邸が明徳三年（一
一一一九一一）から応永六年（一一一一九九）の間に奥羽一一州が加え
ら
れ
た
時
期
以
外
は
、
一
貫
し
て
関
東
十
ヶ
凶
Ｔ
相
模
・
武
蔵
・
伊
豆
・
甲
斐
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
上
野
・
下
野
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
東
国
と
西
国
の
中
間
に
位
満
す
る
信
濃
国
の
符
轄
権
が
、
京
都
に
あ
る
幕
府
（
以
下
、
京
都
と
い
う
表
現
で
統
二
と
鎌
倉
府
と
の
間
で
移
動
し
た
と
い
う
こ
と
を
初
め
（２）
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
佐
藤
進
一
氏
で
あ
っ
た
。
佐
藤
氏
は
、
鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
信
濃
国
は
京
都
に
対
す
る
関
東
の
外
壁
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
国
で
あ
り
、
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て
管
轄
権
が
京
都
と
鎌
倉
府
の
間
で
移
動
し
た
と
い
う
事
実
は
鎌
倉
に
本
拠
を
置
く
政
治
機
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
脚
管
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
国
管
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
構
を
政
治
的
・
軍
事
的
に
防
衛
す
る
と
い
う
鎌
倉
時
代
の
政
治
目
標
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
府
と
京
都
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
義
持
・
義
教
期
に
な
る
と
、
京
都
か
ら
関
東
に
対
す
る
監
視
役
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
た
。
こ
の
指
摘
以
来
、
諸
氏
に
よ
っ
て
管
轄
権
移
動
の
様
相
（３）
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
一
爪
さ
れ
た
信
濃
の
管
轄
権
移
動
の
様
机
を
本
稿
の
検
討
結
果
と
と
も
に
ま
と
め
た
も
の
が
本
文
末
尾
に
掲
げ
た
「
信
濃
川
衿
幡
権
一
覧
表
」
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
諸
氏
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
た
め
再
検
討
の
余
地
が
あ
り
、
管
轄
権
が
移
動
し
た
理
由
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
議
論
が
な
（４）
されているとは一一一一いい難い。また近年、盛んとなっている南
北
朝
前
期
の
鎌
倉
府
・
東
国
史
研
究
の
成
果
を
活
か
す
必
要
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
花
岡
康
隆二五
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本
稿
は
、
信
濃
国
の
管
轄
権
推
移
の
様
相
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
こ
で
は
信
濃
の
管
轄
権
が
京
都
・
鎌
倉
府
い
ず
れ
の
下
に
あ
る
か
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
如
何
な
る
史
料
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
川
辺
久
子
氏
が
設
定
さ
れ
た
基
準
に
や
や
疑
問
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
川
辺
氏
は
「
一
国
の
管
轄
権
が
幕
府
に
あ
る
か
鎌
倉
府
に
あ
る
か
を
知
り
得
る
の
は
、
第
一
に
そ
の
旨
を
記
し
た
明
確
な
記
録
が
あ
る
場
合
、
第
二
に
そ
の
国
の
事
柄
に
関
す
る
文
書
が
い
ず
れ
の
機
関
か
ら
発
給
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
第
一
の
記
録
の
な
い
場
合
、
信
濃
国
管
轄
権
の
存
在
を
端
的
に
示
す
の
は
、
幕
府
の
命
令
が
直
接
信
濃
守
護
に
伝
達
さ
れ
る
か
、
或
は
鎌
倉
府
を
経
由
し
て
伝
達
さ
れ
る
か
の
命
令
伝
達
の
あ
り
方
で
あ
る
。
」
と
し
、
建
武
三
年
（
一
一
二
三
六
）
～
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
の
間
に
鎌
倉
府
分
脚
及
び
信
濃
に
発
給
さ
れ
た
高
師
仇
奉
書
を
検
討
さ
れ
た
結
果
、
「
関
東
分
川
内
の
所
務
関
係
の
遵
行
が
鎌
倉
府
を
通
じ
て
行
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
高
師
冬
・
上
杉
憲
顕
が
関
東
執
事
と
な
っ
た
暦
応
一
二
年
（
一
三
Ｗ
○
）
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
田
辺
氏
は
こ
の
基
準
に
基
づ
き
、
信
濃
守
護
充
て
に
発
給
さ
れ
た
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
・
貞
和
三
年
の
一
一
通
の
執
事
奉
書
を
も
っ
て
、
貞
和
元
年
及
び
貞
和
三
年
を
信
濃
国
が
京
都
管
轄
（５）
下
に
あ
っ
た
時
期
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
に
お
法
政
史
学
第
七
十
号
一一一ハ
（くり）
い
て
、
文
和
年
間
ま
で
は
京
都
か
ら
の
鎌
倉
府
分
国
充
て
の
〈
叩
令
は
原
則
と
し
て
直
接
守
護
に
充
て
て
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
文
和
年
間
ま
で
は
田
辺
氏
が
設
定
さ
れ
た
第
二
の
条
件
を
以
て
信
濃
の
管
轄
権
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
遵
行
命
令
関
係
の
文
書
な
ど
、
行
政
的
権
限
を
示
す
史
料
が
検
討
対
象
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
初
期
の
鎌
倉
府
は
軍
事
指
揮
権
が
中
心
で
行
政
的
権
限
が
弱
体
で
あ
り
、
分
国
へ
の
排
他
的
な
権
限
行
使
が
行
え
ず
、
内
乱
の
過
程
で
諸
権
限
を
獲
得
し
て
い
っ
た
こ
と
が
近
年
の
東
国
史
研
究
に
よ
っ
て
明
（房Ｉ）
ら
に
三
」
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
行
政
的
権
限
を
示
す
史
料
の
み
を
以
て
一
律
に
符
轄
権
の
問
題
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
信
濃
が
鎌
倉
府
管
轄
下
に
あ
っ
た
状
態
と
は
、
「
排
他
的
か
呑
か
に
関
わ
ら
ず
鎌
倉
府
が
信
濃
の
守
護
・
川
人
に
対
し
て
軍
事
的
・
行
政
的
権
限
な
ど
何
ら
か
の
公
的
権
限
を
行
使
し
て
い
る
状
態
」
で
あ
る
と
定
義
し
、
①
信
濃
が
鎌
倉
府
符
轄
下
に
あ
る
（
ま
た
は
な
い
）
こ
と
を
記
し
た記録。
②
信
濃
の
守
護
・
国
人
に
対
し
て
軍
事
的
・
行
政
的
権
限
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
史
料
。
③
京
都
の
命
令
が
直
接
信
濃
守
護
に
伝
達
さ
れ
る
か
、
鎌
倉
府
を
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１
上
限
に
つ
い
て
暦
応
年
間
に
信
濃
が
鎌
倉
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
の
根
拠
と
な
る
も
の
が
以
下
の
史
料
で
あ
る
。
【史桃Ⅲ］
信
濃
国
が
鎌
倉
府
管
轄
下
と
な
っ
た
時
期
と
し
て
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
最
も
早
い
も
の
は
暦
応
年
間
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
鎌
倉
府
（
関
東
執
事
）
が
分
川
内
に
行
使
し
た
権
限
は
軍
勢
催
促
・
所
領
預
置
・
感
状
・
軍
功
認
定
な
ど
専
ら
軍
事
指
揮
権
で
（８）
あったことが指摘されている。
経
由
し
て
伝
達
ざ
れ
る
か
の
命
令
伝
達
の
あ
り
方
。
④守護の在京活動徴証。
な
ど
の
条
件
を
、
そ
の
時
々
の
軍
事
的
・
政
治
的
状
況
や
鎌
倉
府
が
行
使
し
た
権
限
の
時
期
的
変
化
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
管
轄
権
を
検
討
す
る
素
材
と
み
な
す
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
信
濃
国
が
鎌
倉
府
管
轄
下
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
に
つ
い
て
、
そ
の
上
限
と
下
限
、
符
轆
権
移
動
の
理
川
、
鎌
倉
府
符
轄
下
に
お
け
る
信
濃
守
護
の
活
動
の
様
態
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
国
管
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
鎌
倉
府
管
轄
期
そ
の
１
伺川剴梱四訓偶１□□付其候者、此寺領之沙汰ハ、可為
何
様
候
哉
、
付
是
非
可
案
内
之
旨
相
存
候
、
又
諸
国
之
闘
所
、
定
令
競
望
之
人
候
、
佃
此
大
蔵
を
も
指
申
人
候
歎
、
即
去
月
（Ⅱ力）
（静力）（高師冬）
□
六
Ⅱ
、
以
戒
□
｜
腸
参
州
方
へ
、
触
巾
京
都
御
沙
汰
之
趣
候
了、（後訣）
［史桃刈］（前略）
（師冬）
一
、
吉
川
参
州
御
在
鎌
倉
之
問
、
貴
寺
熱
も
御
意
安
存
候
、
於
京
都
随
分
寺
訴
目
然
之
口
入
な
と
の
事
、
常
巾
入
候
き
、
及
数
度
候
、
大
蔵
郷
事
も
、
鴫
津
去
状
事
を
巾
候
し
程
二
、
こ
れ
ハ
公
方
御
奉
書
を
一
度
も
彼
仁
違
脊
之
時
ハ
、
可
申
口
入
候
、
砦
今
度
渡
や
候
ハ
ん
す
ら
ん
に
、
さ
き
を
く
む
て
申
事
難
義
之
由
、
被
仰
候
て
、
不
被
出
川
入
状
候
、
芳
此
御
教
書
も
違
背
候
々
三州へ此由京都雑掌僧先日申入事にて候、且］伺州刈御
鋼、毎事顧路次煩省略仕候、以此趣可有御披露、恐憧
謹一一一一ｍ、六
月
七
日
真如（花押）
進
化
称
名
寺
侍
者
御
中
史料１は金沢称名寺住持湛容の書状であ別・史料２の発
（
前
訣
）
候
歎
如
何
、
又
Ｎ
に
て
も
峡
ヘ
ハ
、
可
有
御
成
敗
鰍
の
よ
し
、
可
有
仰
候
関
需
ｉ
二
七
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給
者
の
真
如
は
、
鎌
倉
期
以
来
称
名
寺
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
京
都
（、）
の
惜
上
的
寺
院
で
あ
る
東
山
太
子
堂
の
僧
真
如
房
杲
照
で
あ
り
、
南
北
朝
期
に
お
い
て
も
京
都
に
お
け
る
称
名
寺
の
信
濃
国
大
倉
郷
に
関
す
る
訴
訟
窓
口
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
史
料
２
は
そ
の
真
如
が
称
名
寺
に
訴
訟
経
過
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
傍
線
部
か
ら
、
本
文
書
が
作
成
さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
信
濃
が
鎌
倉
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
こ
の
両
文
書
の
年
代
比
定
が
問
題
と
な
る
。
史
料
１
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
氏
は
こ
の
書
状
に
み
え
る
「
参
州
」
を
三
河
守
で
あ
っ
た
関
東
符
領
高
師
冬
に
比
定
し
、
その在職時期と死没年から本文書を暦応二年（一一一一一二九）
か
ら
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
六
月
ま
で
の
も
の
と
比
定
さ
れ
た
。
藤枝氏は史料ｌを暦応元年（一一一一三八）冬頃のものとする
が
、
田
辺
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
暦
応
元
年
に
は
、
高
師
冬
は
未
だ
西
国
に
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
藤
枝
氏
の
年
代
比
定
は
成
立
し
な
い
。
川
辺
氏
は
佐
藤
氏
の
暦
応
二
年
説
を
検
証
さ
れ
、
さ
ら
に
高
師
冬
の
関
東
執
事
在
職
の
明
証
が
康
永
一
一
一
年
（
一
三
囚
四
）
正
月
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
１
を
暦
応
二
年
か
ら
康
永
三
年
ま
で
の
も
の
と
比
定
さ
れ
た
。
管
轄
期
間
に
つ
い
て
は
、
田
辺
氏
は
明
確
な
期
間
を
示
さ
ず
「
暦
応
頃
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
湯
本
氏
は
恐
ら
く
こ
の
田
辺
氏
の
検
討
を
受
け
て
暦
応
一
一
年
か
ら
康
永
三
年
ま
で
と
さ
れ
た
。
法
政
史
学
第
七
十
号
史
料
１
．
２
に
つ
い
て
は
近
年
、
青
木
文
彦
氏
・
原
田
正
剛
氏
も
（過）
年
代
比
｛
正
を
試
み
て
お
り
、
暦
応
二
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
青
木
氏
は
、
史
料
１
．
２
に
京
都
で
の
訴
訟
状
況
を
高
師
冬
に
説
明
し
た
と
の
記
述
が
み
ら
れ
、
史
料
２
で
は
高
師
冬
の
在
鎌
倉
を
喜
ぶ
記
述
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
史
料
１
．
２
と
も
に
暦
応
二
年
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
原
田
氏
も
史
料
２
に
つ
い
て
、
高
師
冬
が
三
河
守
を
称
し
、
か
つ
在
鎌
倉
で
あ
る
と
い
う
記
述
に
注
目
し
、
こ
の
時
期
の
高
師
冬
の
在
鎌
倉
期
間
が
①
暦
応
二
年
六
Ⅱ十一Ⅱ以前～八川二十Ⅱ頃、②康永一一一年二月一一十五Ⅱ
～
閏
二
月
二
日
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
史
料
２
の
日
付
が
六
月
七
Ⅱ
で
あ
る
こ
と
か
ら
暦
応
二
年
の
も
の
と
さ
れ
た
。
首
肯
す
べ
き
考
証
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
遅
く
と
も
暦
応
二
年
六
川
上
句
に
は
管
轄
権
が
鎌
倉
府
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
そ
の
状
態
は
い
つ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。
【史桃犯］
（足利義詮）
（上杉恵顕）
（
Ａ
）
若
御
前
鎌
倉
へ
御
出
候
ら
ん
、
日
出
た
く
候
、
民
部
大
輔
も
と
へ
の
事
書
二
、
近
国
と
は
か
り
候
て
、
国
々
の
名
候
ハ
き
り
し
、
ふ
し
ん
候
ら
ん
、
ま
こ
と
―
―
こ
と
は
り
に
て
候
、
伊
豆
・
さ
か
み
・
か
つ
き
・
下
う
さ
・
上
野
・
下
野
・
安
房
・
ひ
た
ち
な
と
に
て
こ
そ
候
ハ
ん
す
ら
め
、
委
細
の
事
書
を
ハ
、
追
て
一
－
八
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（
Ｂ
）
下
候
ハ
□
す
る
に
て
候
、
先
こ
の
国
々
の
□
を
さ
た
あ
る
へ
く
候
、
い
ま
一
日
も
と
く
申
た
く
候
て
、
こ
の
程
ハ
八
幡
（
上
杉
重
能
）
（
高
師
直
）
の
事
も
伊
一
見
守
・
武
蔵
守
な
と
も
候
ハ
て
、
か
様
の
さ
た
も
候
ハ
ね
と
も
、
人
の
な
け
き
に
て
候
、
こ
の
文
に
て
さ
た
候
ハ
ん
事
、
後
の
難
あ
る
ま
し
く
候
よ
し
、
民
部
大
輔
に
御
つ
□
へ
候
へく候、あなかしぐ、
（七）
□
月
十
一
日
史
料
３
は
別
々
に
上
杉
家
文
書
に
伝
来
し
た
書
状
を
、
青
木
文
彦
氏が建武五年（一一一一一一一八）の足利直義書状として再構成し
（巧）
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
部
か
ら
建
武
五
年
段
階
に
お
け
る
鎌
倉
府
分
同
は
伊
豆
・
相
模
。
ｔ
総
・
下
総
・
上
野
・
下
野
・
安
房
・
常
陸
の
八
ヵ
国
で
あ
り
、
未
だ
信
濃
は
鎌
倉
府
管
轄
下
に
な
か
っ
た
こ
と
が
（略）
明
ら
か
と
な
る
。
小
要
博
氏
は
、
鎌
倉
府
は
暦
応
一
兀
年
を
境
に
信
濃
を
含
む
十
一
ヵ
国
を
管
轄
す
る
地
方
機
関
と
し
て
成
立
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
史
料
か
ら
暦
応
元
年
に
は
未
だ
信
濃
の
需
轄
権
は
京
都
に
あったことがわかり、小要氏の指摘は当たらない。
さ
て
青
木
氏
は
、
こ
の
史
料
３
か
ら
暦
応
二
年
の
高
師
冬
の
着
任
に
伴
っ
て
武
蔵
・
甲
斐
・
信
濃
が
鎌
倉
府
管
轄
国
に
編
入
さ
れ
、
鎌
倉
府
が
関
東
の
軍
事
体
制
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
と
さ
れ
た
。
こ
の
指
摘
自
体
、
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
当
該
期
の
畿
内
近
国
の
軍
事
情
勢
を
ふ
ま
え
な
が
ら
再
検
討
し
て
み
た
い
。
高
師
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
国
管
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
２
暦
応
～
康
永
年
間
に
お
け
る
信
濃
守
護
の
軍
事
行
動
青
木
氏
の
見
解
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
こ
こ
で
は
建
武
年
間
～
屏
応
年
間
に
お
け
る
信
濃
守
護
お
よ
び
国
大
将
の
軍
事
的
動
向
を
見ておきたい。小笠原貞宗は建武三年（一一一一一一一六）六月以
（Ⅳ）
降
、
幕
府
か
ら
の
軍
勢
催
促
を
う
け
比
叡
山
攻
め
に
参
加
し
、
暦
応
元年正月には美濃国青野原において北畠顕家の軍勢と〈」鯏
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
畿
内
近
国
で
の
軍
事
行
動
は
見
え
な
く
冬
は
暦
応
二
年
に
上
杉
憲
顕
の
あ
と
を
う
け
て
関
東
管
領
に
就
任
し
た
。
暦
応
二
年
四
月
に
京
都
を
発
っ
た
師
冬
は
五
月
に
は
鎌
倉
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
高
師
冬
の
関
東
管
領
就
任
は
上
杉
氏
ら
直
義
派
へ
の
牽
制
と
、
常
陸
小
田
城
の
北
畠
親
房
を
中
心
と
す
る
東
国
の
南
朝
勢
力
の
制
圧
を
任
務
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
府
は
暦
応
元
年
に
新
山
義
頁
・
北
畠
顕
家
と
い
っ
た
京
都
周
辺
の
南
朝
勢
力
を
一
掃
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
暦
応
二
年
に
は
東
海
地
方
の
南
朝
勢
力
に
対
し
て
高
師
泰
・
師
兼
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
暦
応
元
年
頃
を
境
に
幕
府
の
軍
事
的
目
標
が
、
地
方
に
お
い
て
頑
強
な
抵
抗
を
続
け
る
南
朝
勢
力
の
掃
討
に
移
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
対
南
朝
勢
力
と
い
う
軍
事
的
要
請
か
ら
暦
応
二
年
に
信
濃
を
含
む
三
ヵ
国
の
管
轄
権
が
移
動
し
た
と
す
る
青
木
氏
の
見
解
は
首
肯
し
う
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
一
九
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な
り
、
暦
応
一
一
一
年
（
一
三
四
○
）
六
月
に
は
信
濃
国
伊
那
郡
の
大
徳
（四）
王寺城を攻めている。村上信貞は建武四年（一一二一一一七）に
信濃国人を率いて金ヶ崎城攻めに参加して乢測が、その後
畿
内
近
国
で
の
軍
事
行
動
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
信
濃
守
護
・
国
大
将
に
対
す
る
畿
内
近
川
へ
の
軍
事
的
要
請
は
暦
応
元
年
頃
を
境
に
一
段
落
が
つ
い
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
動
向
か
ら
も
、
前
項
で
述
べ
た
、
暦
応
元
年
頃
を
境
と
す
る
幕
府
の
軍
事
的
目
標
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
府
の
袴
轄
時
期
に
お
け
る
信
濃
守
護
の
活
動
と
し
て
注
目
し
た
い
の
が
以
下
の
史
料
で
あ
る
。
【史桃哩］
市河大炊助倫房代子息弥一一一郎親房軍忠次第
右
、
為
退
治
常
州
凶
徒
等
、
信
州
守
護
方
御
発
向
之
間
、
属
干
淵
御
手
、
倫
房
為
致
躯
忠
、
欲
馳
参
之
処
、
依
Ⅱ
之
労
、
不
乗
馬今期之間、差進親房於代向、去年胴応、一一一川十一一一
日
、
懸
前
、
対
子
大
宝
城
凶
徒
終
Ｈ
致
合
戦
、
向
山
Ⅲ
七
日
懸
前
馳
向
Ｍ
城
、
御
敵
遂
合
戦
、
令
警
間
役
所
等
、
令
帰
同
詑
、
而
問
抽
戦
功
之
条
、
明
白
上
看
、
給
御
証
判
、
為
備
向
後
亀
鏡
、
恐
々
言
上
如
件
、
康
永
二
年
十
二
月
Ⅱ
（吉良時衡正員）
「承了（花押）」
法
政
史
学
第
七
十
号
三
○
【史桃鰹］
市河大炊助倫房軍忠事、
右
、
為
越
後
国
凶
徒
等
御
対
治
、
大
将
伊
予
守
殿
井
信
州
守
護
御
方
御
発
向
之
間
、
令
馳
参
常
岩
北
条
之
処
、
可
向
妻
在
庄
之
山
依
承
之
、
今
兄
刑
部
大
夫
助
房
・
同
左
衛
門
十
郎
経
肋
・
中
野
五
郎
太
郎
・
何
孫
五
郎
入
道
・
川
郎
太
郎
入
道
等
相
共
、
去
月珊応囚廿八日馳向妻在庄処、新田一族等、信州与越
州
之
境
、
於
志
久
見
河
波
場
令
馳
向
之
間
、
倫
房
・
同
子
息
彦
一二郎経兼・同孫一一一郎親一腸等馳越彼河責上、追落凶徒
等
、
於
在
所
等
者
悉
所
令
放
火
也
、
将
又
今
月
三
日
、
於
妻
在
庄
内
赤
沢
南
山
取
陣
、
催
勢
之
由
、
就
承
及
之
、
不
廻
時
日
馳
向
、
致
散
々
合
戦
、
追
落
凶
徒
等
、
焼
払
新
田
右
馬
助
・
同
大
善
亮
等
館
畢
、
然
則
給
御
証
判
、
向
後
弥
為
施
弓
箭
面
目
、
恐々一一［止如件、
暦
応
四
年
六
月
Ⅱ
（吉良時衡正ｕ）
「承了（花押）」
史料４では「信州戒溌」が暦応五年（康、水元、一一一一四
一一）に信濃国人を率いて常陸に発向し、一一一月十一一一日・四月
七
日
の
北
畠
親
房
の
篭
も
る
大
宝
城
攻
め
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
的
制
約
か
ら
関
東
執
事
と
信
濃
守
護
の
軍
事
行
動
に
お
け
る
関
係
は
明
確
に
－
旨
え
な
い
が
、
康
永
元
年
八
月
十
五
日
付
鹿
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遡るが史料５では、暦応Ⅲ年（二一四一）に「信州払熱」
が
信
濃
国
人
を
率
い
て
越
後
に
出
陣
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
越
後
は
鎌
倉
府
分
国
で
は
な
い
が
、
暦
応
三
年
よ
り
高
師
冬
と
と
も
に
両
執
事
を
務
め
た
上
杉
憲
顕
の
守
護
国
で
あ
る
。
憲
顕
は
宗
良
親
王
が
越
後
の
寺
泊
に
現
れ
た
の
を
契
機
に
蜂
起
し
た
越
後
南
朝
方
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
暦
応
四
年
五
月
に
上
野
同
人
を
率
い
て
越
後
に
発
向
し
、
康
永
三
年
七
月
に
鎌
倉
に
戻
る
ま
で
越
後
に
在
国
し
て
南
朝
方
（幻）
鎮
圧
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
上
杉
憲
顕
の
軍
事
活
動
に
つ
い
て
小
（犯）
国
浩
寿
氏
は
東
国
へ
の
北
陸
ｌ
東
山
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
ｔ
で
越
後
経
営
が
上
野
と
川
様
に
重
要
で
あ
り
、
川
じ
関
東
執
事
で
あ
る
高
師
冬
の
常
陸
合
戦
で
の
活
躍
へ
の
対
抗
と
い
う
面
も
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
該
期
に
お
い
て
師
冬
は
武
蔵
、
憲
顕
は
上
野
・
越
後
と
い
う
目
□
の
守
護
国
を
根
本
基
盤
と
し
て
行
動
し
て
お
り
、
常
陸
を
中
心
と
し
た
北
関
東
南
軍
攻
略
を
任
じ
る
師
冬
と
北
陸
・
東
山
（妬）
推測される。
島利氏申ｆ製によると、康永元年の関城ムロ戦に「衆中井十
一
一
ヶ
国
軍
勢
」
が
鎌
倉
府
指
揮
の
も
と
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
松
本
一
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
十
二
ヶ
国
」
と
は
関
東
十
ヶ
同
に
陸
奥
・
信
濃
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
は
、
暦
応
五
年
段
階
に
あ
っ
て
信
濃
の
守
護
が
鎌
倉
府
の
指
揮
の
下
で
関
東
に
お
い
て
軍
事
行
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
国
管
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
３
下
限
に
つ
い
て
こ
の
時
期
に
お
け
る
管
轄
期
間
の
下
限
を
示
す
明
確
な
徴
証
は
な
い
も
の
の
、
高
師
冬
が
常
陸
の
南
朝
鎮
圧
と
い
う
任
務
を
遂
行
し
関
東
執
事
を
辞
し
て
上
洛
す
る
康
永
三
年
閏
一
一
月
頃
ま
で
に
は
管
轄
権
が
京
都
に
戻
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
指
標
と
し
て
、
守
護
正
員
で
あ
る
小
笠
原
貞
宗
・
政
長
の
在
京
活
動が指摘できる。山田胤剛は康永三年段階の守護の在京・
在
国
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
鎌
倉
府
・
奥
州
管
領
・
鎮
西
管
領
な
ど
の
広
域
機
関
の
管
轄
地
域
の
守
護
は
軍
事
的
要
請
か
ら
在
京
し
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
府
管
轆
下
守
護
に
つ
い
て
も
西
国
に
守
護
職
を
持
つ
千
葉
貞
胤
以
外
は
在
同
し
て
いたことを指摘されている。康永一一一年段階で信濃守護の明
証
が
あ
る
小
笠
原
貞
宗
は
在
京
活
動
を
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
貞
和
二年（一三四六）に貞宗が高師直らと一一一宝院賢俊のもとを
方
面
南
軍
か
ら
の
鎌
倉
府
防
衛
に
努
め
る
憲
顕
と
い
う
役
割
分
担
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
暦
応
～
康
永
年
間
に
お
け
る
上
杉
憲
顕
の
越
後
で
の
軍
事
行
動
は
関
東
執
事
と
し
て
の
活
動
と
い
う
性
格
が
色
濃
い
も
の
で
あ
り
、
史
料
５
の
事
例
も
暦
応
年
間
に
信
濃
守
護
が
鎌
倉
府
の
軍
事
指
揮
下
に
お
い
て
軍
事
行
く羽）
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
一
不
す
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
－
－
－
－
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次
に
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
信
濃
が
鎌
倉
府
管
轄
下にあった時期は観応二年（一一一一五一）Ⅲ月前後である。
こ
の
時
期
は
観
応
の
擾
乱
に
あ
た
り
、
関
東
で
は
尊
氏
党
の
高
師
冬
が
敗
死
し
、
直
義
党
の
上
杉
憲
顕
を
中
心
と
す
る
体
制
が
成
立
し
た
。
こ
の
時
期
に
鎌
倉
府
管
轄
下
に
あ
っ
た
根
拠
と
さ
れ
る
も
の
が
次の史料である。
【史胤他］
法
政
史
学
第
七
十
号
（皿）
訪れている記事が見られる。貞和一一一年（一一一一四七）五月二
（犯）
十
六
日
に
は
京
都
に
お
い
て
没
し
て
お
り
、
一
貫
し
て
守
護
正
［
貝
の
貞宗が在京している。貞宗没後も、貞和五年（一一一一四九）
に
高
師
直
が
直
義
の
篭
も
る
高
倉
邸
を
包
囲
し
た
際
、
小
笠
原
政
長
（羽）
が
馳
せ
参
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
信
濃
守
護
正
［
貝
が
在
京
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
国
の
南
軍
に
対
す
る
軍
事
的
要
請
に
一
段
落
が
つ
い
た
こ
と
に
よ
り
信
濃
の
管
轄
権
が
京
都
へ
戻
り
、
信
濃
の
守
護
正
員
が
在
京
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
た
い
。
ただし、暦応二年六月十一日高師直施柾腿が直接信濃守
護
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
行
政
的
権
限
は
京
都
側
が
管
轄
し
て
お
り
、
鎌
倉
府
が
信
濃
に
対
し
て
行
使
（躯）
し
震
え
た
権
限
は
軍
事
的
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
｜
｜
鎌
倉
府
管
轄
期
そ
の
２
金
沢
称
名
寺
領
信
濃
国
太
田
庄
内
大
倉
郷
事
、
近
隣
之
輩
成
違
乱
之
由
、
雑
掌
申
候
、
被
加
扶
持
候
者
、
喜
入
候
、
恐
々
謹
一一一一Ｍ、
（上杉）
四
月
二
日
散
位
憲
顕
判
（
宗
貞
）
謹
止
禰
津
係
次
郎
殿
【史胤測］毛見彦
次
郎
実
綱
申
信
濃
因
毛
見
郷
本
栖
・
平
沢
両
村
地
頭
職
事、重申
状
具
書
如
此
、
度
々
触
遣
之
処
、
無
音
云
々
、
大
無
調
、
所
詮
、
今
月
中
企
参
洛
可
明
申
之
旨
、
屋
代
越
中
権
守
相
共
、
相
触
木
島
五
郎
二
郎
、
載
起
請
詞
、
可
被
注
申
之
状
、
依
仰
執
達如件、
（石塔頼房）
観
応
二
年
六
月
二
日
右
馬
頭
（
花
押
）
（
経
肋
）
市
河
十
郎
左
衛
門
尉
殿
史
料
６
は
、
上
杉
憲
顕
が
直
義
方
の
信
濃
国
人
で
あ
る
禰
津
宗
貞
に
、
信
濃
国
太
田
庄
大
倉
郷
に
お
い
て
称
名
寺
に
対
す
る
扶
持
を
加
え
る
よ
う
依
頼
し
た
書
状
で
あ
る
。
大
蔵
郷
つ
い
て
は
、
観
応
二
年
六
月
十
日
に
禅
律
方
よ
り
下
地
の
沙
汰
付
が
禰
津
宗
貞
に
命
じ
ら
れ
てｆ脳、この文書との内容的関連から史料６は観応二年に
比
定
さ
れ
る
。
史
料
７
か
ら
は
観
応
一
一
年
六
月
に
は
引
付
頭
人
奉
書
が
信
濃
に
対
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
田
辺
氏
は
幕
￣
一
一
一
一
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府
が
発
給
し
た
引
付
頭
人
奉
書
が
関
東
分
国
内
に
発
給
さ
れ
た
事
例
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
六
月
に
は
管
轄
権
が
京
都
へ
戻
っ
て
い
た
も
の
と
さ
れ
た
。
小
要
氏
は
、
史
料
７
は
関
東
分
国
内
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
当
該
期
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
如
何
様
に
も
解
釈
し
う
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
関
東
管
領
が
管
轄
国
以
外
の
国
に
所
務
遵
行
の
文
書
を
発
給
し
て
い
る
例
は
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、
史
料
６
の
観
応
二
年
四
月
段
階
で
は
管
鱈
権
は
鎌
倉
府
に
あ
っ
た
も
の
と
み
た
い
。
そ
の
上
で
史
料
７
を
京
都
管
轄
下
に
あ
っ
た
徴
証
と
み
る
と
わ
ず
か
二
ヶ
月
の
問
に
管
轄
権
が
移
動
し
た
と
い
う
不
可
解
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
小
要
氏
の
指
（羽〉
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
該
時
期
は
関
東
分
国
に
対
す
る
引
付
に
よ
る
所
務
沙
汰
権
行
使
の
徴
証
が
見
ら
れ
る
特
殊
な
時
期
で
あ
る
た
め
、
史
料
７
を
も
っ
て
京
都
が
信
濃
に
対
す
る
排
他
的
な
管
轄
権
を
行
使
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
時
期
も
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
鎌
倉
府
が
軍
事
指
揮
権
や
一
部
の
所
務
沙
汰
権
を
信
濃
に
行
使
す
る
と
と
も
に
、
京
都
も
ま
た
所
務
沙
汰
権
を
信
濃
に
行
使
す
る
状
況
に
あ
っ
た
と
み
な
し
た
い
。
史
料
の
制
約
か
ら
こ
の
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
直
義
方
が
関
東
を
制
圧
し
て
い
た
文
和
元
年
ま
で
は
一
貫
し
て
鎌
倉
府
の
管
轆
下
に
あ
っ
た
と
み
る
の
が適当であると思う。
こ
の
時
期
に
信
濃
の
符
轄
権
が
鎌
倉
府
に
与
え
ら
れ
た
理
由
に
つ
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
阿
符
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
次
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
文
和
元
年
（
一
三
五
一
一
）
～
文
和
二年（一一一一五三）九月の間の信濃国の管轄権の問題であ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
直
義
敗
死
後
、
尊
氏
が
関
東
に
あ
っ
た
文
和
元年～文和二年九月の時期における管轄権については一一一一口及
が
な
い
。
し
か
し
、
尊
氏
の
関
東
在
陣
中
に
あ
っ
て
は
東
国
を
尊
氏
が
、
義
詮
が
京
都
に
あ
っ
て
西
国
を
管
轄
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
（蛆）
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
沿
っ
て
み
る
と
、
文
和
一
兀
年
正
川
か
い
て
は
、
観
応
二
年
正
月
に
尊
氏
党
の
関
東
執
事
で
あ
っ
た
高
師
冬
が
甲
斐
国
須
沢
城
に
お
い
て
直
義
党
の
諏
訪
両
頼
に
よ
っ
て
敗
死
し
、
尊
氏
党
の
信
濃
守
護
小
笠
原
政
長
が
直
義
方
に
降
っ
た
こ
と
に
よ
り
信
濃
に
お
い
て
直
義
方
の
勢
力
が
伸
び
た
た
め
に
鎌
倉
府
管
轄
（伽）
下
と
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
観
応
二
年
三
川
に
頂
義
は
上
杉
憲
顕
に
対
し
て
「
関
東
分
岡
内
剛
所
」
を以て恩賞地として宛て行う権限を与えて乢刷が、このこ
と
に
つ
い
て
伊
藤
喜
良
氏
は
、
直
義
が
憲
顕
の
政
治
的
判
断
力
の
甘
さ
を
補
う
た
め
に
鎌
倉
府
の
権
限
を
強
化
し
た
と
も
の
と
さ
れ
て
（妃）
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
』
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
鎌
倉
府
へ
の
信
濃
の
管
轄
権
移
動
は
直
義
に
よ
る
関
東
へ
の
挺
子
入
れ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
三
鎌
倉
府
管
轄
期
そ
の
３
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法
政
史
学
第
七
卜
号
（“）
ら
信
濃
へ
文
聿
日
を
発
給
し
て
い
る
の
は
一
貫
し
て
尊
氏
で
あ
り
、
小
要
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
信
濃
は
尊
氏
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
尊
氏
は
直
義
追
討
の
為
に
観
応
一
一
年
（
一
三
五
一
）
十
一
月
東
国
に
下
向
し
、
十
二
月
に
直
義
軍
を
破
り
、
文
和
元
年
正
月
に
鎌
倉
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
鎌
倉
に
居
座
り
擾
乱
後
の
関
東
の
安
定
化
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
尊
氏
は
遠
江
・
駿
河
・
陸
奥
に
も
権
限
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
ま
た
、
所
務
沙
汰
な
ど
従
来
の
鎌
倉
府
に
は
見
ら
れ
な
い
権
限
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
殊
な
時
期
と
い
え
Ｌ脚、信濃が東国側の管鰐下に入っていることで広義の鎌
倉
府
管
轄
下
に
あ
っ
た
時
期
と
み
な
し
た
い
。
こ
の
時
期
、
信
濃
に
対
す
る
行
政
的
権
限
の
行
使
を
示
す
文
書
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
該
期
は
尊
氏
が
管
轄
国
内
に
対
し
て
所
務
沙
汰
関
係
の
文
書
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
濃
に
対
し
て
も
行
政
的
権
限
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
は
、
文
和
二
年
七
月
二
十
九
日
に
尊
氏
が
上
洛
し
た
後
の
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
五
月
に
小
笠
原
長
基
が
信
濃
の
南
朝
勢
鎮
圧
に
関
す
る
御
教
書
を
義
詮
よ
り
受
給
し
て
い
（妬）
る
こ
と
か
ら
、
尊
氏
の
上
洛
に
伴
っ
て
符
轄
権
が
京
都
に
戻
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
鎌
倉
府
符
轄
下
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
時
期
は
貞
治
川
年
（一一一一六五）以降の時期である。文和二年（一一一一五三）七
月
か
ら
鎌
倉
公
方
基
氏
が
死
没
す
る
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
四
Ⅱ
ま
で
は
、
鎌
倉
府
は
管
国
内
に
対
し
て
軍
勢
催
促
・
所
領
宛
行
・
寺
領
寄
進
・
祈
祷
命
令
・
所
務
沙
汰
な
ど
の
権
限
を
行
使
し
、
京
都
か
ら
の
命
令
が
鎌
倉
府
を
経
由
し
て
鎌
倉
府
管
轄
国
に
伝
達
さ
れ
て
〈仰）
い
る
。
貞
治
四
年
以
降
に
信
濃
の
符
幟
権
が
鎌
倉
府
に
移
っ
た
と
す
る
根
拠
が
次
の
史
料
で
あ
る
。
【史胤脳］石清水
八
幡
宵
権
別
淵
了
楕
中
尚
消
法
印
遺
領
信
濃
同
小
谷
庄
事
、
永
清
法
印
相
語
国
人
等
、
押
領
云
々
、
了
清
為
譜
代
御
師、忠切仁候、無相違之様、可有計御沙汰候、謹一言、
（足利）
貞治四年一一月一二日
義詮（花押）
（
足
利
基
氏
）
左
兵
衛
督
殿
こ
れ
は
石
清
水
八
幡
宮
よ
り
信
濃
国
小
谷
庄
に
対
す
る
濫
妨
停
止
を
求
め
る
訴
え
を
受
け
、
将
軍
義
詮
が
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏
に
対
し
て
「
計
沙
汰
」
を
命
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
こ
の
文
書
の
存
在
を
も
っ
て
、
貞
治
四
年
二
月
段
階
に
お
い
て
信
濃
は
鎌
倉
府
符
轄
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
下
限
に
つ
い
四
鎌
倉
府
管
轄
期
そ
の
４
＝￣
１m
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１
上
限
に
つ
い
て
こ
の
時
期
に
お
け
る
上
限
を
明
ら
か
と
す
る
た
め
に
、
京
都
お
よ
び
鎌
倉
府
が
信
濃
に
対
し
て
権
限
を
行
使
し
た
徴
証
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
貞
治
二
年
（
一
三
六
一
一
一
）
に
は
義
詮
よ
り
面
接
、
信
濃
守
（⑲）
護
上
杉朝一房に沙汰付が命じられている。ついで貞治一一一年
（
一
三
六
四
）
に
は
信
濃
国
小
谷
庄
の
問
題
に
つ
い
て
義
詮
よ
り
直
（印）
接
、
村
上
中
務
大
輔
に
「
扶
持
」
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
貞
治
三
年
ま
で
は
鎌
倉
府
は
信
濃
に
対
し
て
京
都
の
命
令
を
施
行
す
る
権
限
を
具
有
し
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
そ
の
他
の
行
政
的
権
限
を
行
使
し
て
い
た
の
も
京
都
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
貞
治
三
年
三
川
八
日
に
鎌
倉
府
に
新
設
さ
れ
た
「
行
宣
政
（皿）
院
」
の
管
轄
地
域
が
「
十
州
管
内
禅
教
書
刹
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
史
料
８
を
も
っ
て
貞
治
四
年
二
月
に
は
行
政
的
権
限
が
鎌
倉
府
へ
と
移
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
貞
治
四
年
八
月
に
は
南
朝
て
は
、
佐
藤
氏
が
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
に
は
管
轄
権
が
京
都
に
移
っ
て
い
る
と
し
た
の
に
対
し
、
藤
枝
氏
は
永
和
三
年
か
ら
永
徳
元
年
（
二
一
一
八
一
）
の
問
に
京
都
に
管
轄
権
が
移
っ
た
と
さ
れ
、
田
辺
氏
・
湯
本
氏
は
応
安
三
年
（
一
三
七
○
）
八
月
ま
で
に
は
京
都
符
轆
下
に
移
っ
た
と
さ
れ
た
。
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
同
符
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
（皿）
方
鎮
圧
の
た
め
に
、
近
習
の
一
局
師
義
を
信
濃
に
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
・
六
年
に
は
基
氏
が
下
地
の
沙
汰
付
を守護上杉朝房に命じた事例が確認ざ仏秘・
こ
の
時
期
の
上
限
に
つ
い
て
注
Ⅱ
し
た
い
史
料
が
次
の
も
の
で
あ
る。【史料翌
（
可
被
致
）
天
下
安
全
祈
祷
伽
、
就
搾
服
州
現
、
殊
□
□
□
精
誠
之
状
如
件、
（足利雌氏）
康安一一年一一月廿一二Ⅱ
（花押）
（官神力）
科
野
大
□
□
主
これは康安一一年（一一一一六一一）一一月二十一二日に基氏が「彗
星
出
現
」
に
つ
き
科
濃
大
官
に
対
し
て
「
天
下
安
全
」
の
祈
祷
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
康
安
二
年
に
は
鎌
倉
府
が
信
濃
に
対
し
て
祈
祷
の
命
令
権
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
信
濃
が
鎌
（弱）
倉
府
の
符
轄
下
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
排
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
鎌
倉
府
が
信
濃
に
行
政
的
権
限
を
行
使
し
始
め
る
の
は
貞
治
旧
年
か
ら
で
あ
り
、
康
安
二
年
～
貞
治
四
年
の
間
に
、
行
使
し
う
る
権
限
が
拡
大
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
２
下
限
に
つ
い
て
こ
の
時
期
に
お
け
る
下
限
に
つ
い
て
、
佐
藤
進
一
氏
は
、
「
守
矢
五
Hosei University Repository
文書」、水和三年八月十七日付管領奉書案において、諏訪社
造
営
料
足
を
難
渋
す
る
輩
に
対
す
る
催
促
命
令
が
京
都
か
ら
鎌
倉
府
を
介
さ
ず
直
接
、
信
濃
守
護
上
杉
朝
房
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
永
和
三
年
ま
で
に
は
信
濃
の
管
轄
権
が
京
都
へ
と
移
っ
て
い
た
と
さ
れ
た
。
藤
枝
氏
は
こ
の
管
領
奉
書
の
存
在
か
ら
、
、
水
利
三
年
か
ら至徳元年（一一一一八四）に至る問に管轄権が京都に戻った
と
さ
れ
た
が
、
鎌
倉
府
を
経
川
せ
ず
に
命
令
が
胸
接
信
濃
守
護
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
藤
枝
氏
の
説
は
成
立
し
な
い
。
田
辺
氏
は
佐
藤
説
を
支
持
し
た
上
で
、
「
応
安
に
入
っ
て
か
ら
の
信
濃
国
は
、
そ
の
守
護
が
関
東
管
領
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
引
き
続
き
鎌
倉
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
幕
府
と
し
て
は
臨
時
的
に
鎌
倉
府
に
任
せ
て
あ
っ
た
信
濃
国
を
将
軍
の
手
に
も
ど
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
上
杉
朝
房
が
関
東
管
領
を
辞
し
た
応
安
三
年
八
川
に
、
信
濃
川
を
幕
府
の
符
轆
下
に
移
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
れた。川辺
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
関
東
符
領
を
辞
し
て
止
洛
し
な
お
信
濃
守
護
を
務
め
て
い
る
と
な
れ
ば
、
京
都
管
轄
国
守
護
の
在
京
原
則
か
ら
、
信
濃
の
管
轄
権
が
京
都
に
移
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
（邪）
き
る
。
た
だ
し
、
小
要
博
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
こ
の
朝
房
の
辞
職
問
題
は
辞
意
を
表
明
し
た
応
安
三
年
八
月
四
日
の
六
日
後
の
十
日
ま
（印）
で
継
続
し
て
お
り
、
同
年
十
一
月
十
二
日
に
は
「
上
杉
両
管
領
」
と
法
政
史
学
第
七
十
号
３
管
轄
権
移
動
の
理
由
こ
の
時
期
に
管
轄
権
が
移
動
し
た
則
由
に
つ
い
て
、
当
該
期
の
政
治
的
・
軍
事
的
状
況
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
一一一一ハ
（卵）
み
こ
え
、
上
杉
能
憲
と
と
も
に
未
だ
管
領
の
地
位
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る。応安五年（一一二七二）十一一月十一一日には「関東一方符
（胡）
領
上
杉
丘
〈
部
少
輔
入
道
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
応
安
五
年
十
二
月
ま
で
は
依
然
と
し
て
上
杉
能
憲
と
と
も
に
管
領
に
在
職
し
て
い
た
こ
とがわかる。この指摘や応安一一一年十月に信濃で新田氏残党
（釦）
が
蜂
起
し
た
際
に
武
蔵
川
本
川
よ
り
朝
一
屑
が
川
陣
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
応
安
三
年
八
月
に
信
濃
の
杵
轄
権
が
京
都
に
も
ど
っ
た
と
い
う
田
辺
氏
の
説
は
成
立
し
な
い
。
で
は
、
朝
房
が
管
領
を
辞
し
た
の
は
い
つ
頃
な
の
だ
ろ
う
か
。
小
要
氏
は
朝
房
の
管
領
在
職
の
下
限
を
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
朝
房
の
上
洛
を
も
っ
て
そ
の
時
期
とすることができよう。朝房は応安七年（一一一一七四）三月
には在京している徴証がｈ秘ことから、朝房は遅くとも応
安
七
年
一
一
一
月
ま
で
に
は
関
東
管
領
を
辞
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
応
安七年一一一Ｈ以前までには需轆樅が京都に移ったものと考え
（⑪）
たい。（１
）
旧
直
義
党
の
復
帰
と
義
詮
・
基
氏
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こ
の
時
期
に
信
濃
の
管
轄
権
が
移
動
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
湯
本
軍
一
氏
が
、
「
鎌
倉
府
と
幕
府
と
の
関
係
が
最
良
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
基
氏
晩
年
の
こ
と
で
あ
」
り
、
「
東
国
の
早
期
平
定
を
願
う幕府が、鎮圧の進んだ信濃をふたたび関東防衛構想のな
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
湯
本
氏
の
見
通
し
を
深
化
さ
せ
る
た
め
、
淵
該
期
の
京
部
・
鎌
倉
府
の
関
係
と
東
川
情
勢
に
信
濃
を
位
満
づ
け
て
み
た
い
。
康
安
二
年
頃
に
管
轄
権
が
移
動
し
た
理
由
を
考
え
る
上
で
参
考
に
（田）
な
る
の
が
小
国
浩
寿
氏
・
岩
崎
学
氏
の
研
究
で
あ
る
。
小
国
氏
は
尊
氏
上
洛
後
の
畠
山
国
情
を
中
心
と
し
た
体
制
が
基
氏
の
鎌
倉
公
方
と
し
て
の
主
体
性
を
抑
圧
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
崩
壊
の
結
果
と
し
て
上
杉
憲
顕
の
関
東
執
事
復
帰
を
迎
え
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
基
氏
が
旧
尊
氏
党
の
高
坂
氏
童
を
重
用
し
た
こ
と
か
ら
、
基
氏
は
義
詮
と
の
関
係
の
良
好
化
を
は
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
た
。
岩
崎
氏
は
貞
治
二
年
の
上
杉
憲
顕
の
鎌
倉
復
帰
は
、
幕
府
側
が
鎌
倉
府
と
の
関
係
強
化
を
図
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
の
畠
山
国
情
没
落
か
ら
貞
治
二
年
の
上
杉
憲
顕
の
関
東
復
帰
ま
で
に
到
る
Ⅲ
尊
氏
党
の
関
東
か
ら
の
一
掃
と
旧
直
義
党
の
復
帰
と
い
う
流
れ
は
、
基
氏
の
自
立
的
意
思
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
義
詮
に
よ
っ
て
も
推
し
進
め
ら
れ
た
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
畠
山
国
情
没
落
の
翌
年
四
月
に
は
旧
南
北
期
期
に
お
け
る
信
濃
国
椅
幡
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
（
２
）
貞
治
～
応
安
年
間
の
信
濃
南
朝
方
勢
力
前
述
し
た
よ
う
に
貞
治
四
年
頃
よ
り
鎌
倉
府
は
精
力
的
に
信
濃
に
（閉）
潜
伏
す
る
南
朝
方
鎮
圧
の
た
め
の
軍
事
行
動
を
起
こ
し
て
お
り
、
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
十
月
に
は
上
杉
朝
房
は
足
利
氏
満
の
命
を
受
個
義
党
で
あ
る
高
師
有
の
関
東
執
事
就
任
が
見
ら
れ
る
が
、
関
東
の
旧
直
義
党
の
復
帰
に
伴
う
情
勢
の
不
安
定
化
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
部
分
的
に
信
濃
の
管
轄
権
が
移
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
旧
尊
氏
党
の
平
一
摸
・
宇
都
宮
氏
綱
の
乱
討
伐
に
信
濃
国
人
市
河
氏
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
貞
治
四
年
か
ら
行
政
的
権
限
も
移
譲
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
（“）
に
つ
い
て
も
、
小
凶
浩
寿
氏
の
研
究
が
参
考
に
な
ろ
う
。
小
川
氏
は
、
貞
治
二
年
～
五
年
に
か
け
て
義
詮
・
基
氏
両
者
の
協
調
関
係
の
構
築
・
保
持
を
目
的
と
し
た
共
川
文
化
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
貞
治
山
年
を
境
に
武
蔵
・
伊
豆
・
相
模
一
一
一
Ｎ
を
公
方
の
独
自
権
力
で
間
め
、
そ
れ
を
周
辺
（
上
野
・
信
濃
・
上
総
）
か
ら
上
杉
氏
勢
力
に
よ
っ
て
護
衛
さ
せ
る
体
制
を
志
向
し
た
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
に
は
信
濃
に
対
す
る
基
氏
の
権
限
が
強
化
さ
れ
る
必
要
が
有
る
と
思
わ
れ
、
貞
治
四
年
か
ら
兄
ら
れ
る
信
濃
の
鎌
倉
府
へ
の
行
政
的
権
限
の
移
動
は
こ
の
よ
う
な
雌
氏
の
主
体
的
な
政
策
と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。三七
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け
、
小
山
・
宇
都
宮
・
千
葉
・
佐
竹
ら
を
率
い
て
伊
那
大
河
原
の
宗
良親王を叺眺、応安三年二月には信濃に蜂起した新田の残
党
馬
淵
・
中
村
氏
の
退
治
の
た
め
信
濃
に
出
陣
し
退
散
さ
せ
て
（、）
い
る
。
ま
た
、
北
信
地
域
に
お
い
て
も
応
安
二
年
九
月
に
南
朝
方
が
（閉）
蜂
起
し
、
上
杉
朝
宗
が
鎮
圧
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
貞
治
～
応
安
年
間
に
あ
っ
て
も
信
濃
の
南
朝
方
の
勢
力
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
鎌
倉
府
側
も
大
規
模
な
鎮
圧
作
戦
を
敢
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
管
轄
権
移
動
も
根
本
的
に
は
信
濃
の
南
朝
方
鎮
圧
と
い
う
軍
事
的
要
請
に
よ
る
性
格
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
宗
良
親
王
が
信
濃
か
ら
吉
野
へ
と
帰
っ
た
の
は
応
安
七
年
の
冬
で
あ
り
、
信
濃
の
南
朝
方
が
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
応
安
七
年
頃
に
上
杉
朝
房
が
上
洛
し
管
鱈
権
が
京
都
に
戻
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
軍
事
的
課
題
を
果
た
し
た
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
４
上
杉
朝
房
と
小
笠
原
長
基
の
並
立
状
態
に
つ
い
て
き
て
、
応
安
年
間
に
信
濃
で
は
、
上
杉
朝
房
が
守
護
に
在
職
す
る
と
同
時
に
小
笠
原
長
基
が
守
護
に
準
ず
る
権
限
を
行
使
し
て
い
る
こ
（的）
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
象
徴
的
な
も
の
が
次
の
史
料
で
あ
る。
（わ）
【史料Ⅷ］
信
濃
國
常
岩
御
牧
南
条
内
五
ヶ
村
、
為
兵
粗
料
所
公
方
御
左
右
法
政
史
学
第
七
十
号
間
、
所
預
置
也
、
守
先
例
可
被
致
沙
汰
之
状
如
件
、
（小笠原長基）
応安一二年四月一一一日
沙弥（花押）
（
頼
房
）
市
河
甲
斐
守
殿
（ｍ一
【史料ｕ］
信
濃
國
水
内
郡
常
岩
南
条
・
後
閑
・
水
澤
・
有
尾
・
中
曾
禰
等
事
、
為
本
知
行
不
可
有
机
違
候
、
側
執
達
如
件
、
（上杉朝房）
応安一二年六月八日
沙弥（花押）
（
全
切
）
藤
井
下
野
入
道
殿
史
料
皿
で
は
小
笠
原
長
基
が
信
濃
同
常
岩
御
牧
南
条
内
五
ヶ
村
を
市
河
頼
房
に
預
け
置
い
て
い
る
。
史
料
ｕ
で
は
上
杉
朝
房
が
南
条
内
五
ヶ
村
と
同
一
所
領
と
み
ら
れ
る
信
濃
国
水
内
郡
常
岩
南
条
・
後
閑
・
水
澤
・
有
尾
・
中
曾
禰
を
藤
井
全
切
に
安
堵
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
上
杉
朝
房
が
所
務
遵
行
・
軍
功
認
定
権
等
を
行
使
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
史
料
、
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
小
笠
原
長
基
が
行
使
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
料
所
預
憤
と
い
っ
た
軍
事
指
揮
権
者
と
し
て
の
も
の
の
み
で
あ
り
、
守
護
と
認
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
さ
て
、
藤
枝
氏
は
史
料
皿
．
ｕ
に
お
い
て
、
小
笠
原
長
基
が
「
公
方
御
左
右
」
と
し
て
預
け
置
い
た
所
領
を
上
杉
朝
房
が
別
の
国
人
に
安
堵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
融
和
的
関
係
を
保
っ
て
い
た
義
詮
・
基
氏
が
相
次
い
で
死
去
し
、
応
安
三
年
頃
か
ら
両
府
問
の
意
思
疎
通
が
破
綻
を
き
た
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
氏
は
京
都
に
よ
っ
て
鎌
八
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倉
府
の
信
濃
支
配
に
対
す
る
模
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
信
濃
が
京
都
・
鎌
倉
両
勢
力
の
角
逐
す
る
地
域
と
な
っ
た
と
さ
れ
た
。
田
辺
氏
は
鎌
倉
府
の
基
礎
が
安
定
化
し
た
基
氏
末
期
の
頃
か
ら
鎌
倉
府
は
積
極
的
に
信
濃
統
治
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
り
、
関
東
管
領
の
上
杉
朝
房
が
信
濃
守
護
を
兼
ね
る
こ
と
に
よ
り
積
極
化
さ
れ
た
と
し
、
信
濃
を
京
都
の
符
轆
下
に
戻
し
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
朝
房
が
杵
領
を
辞
し
た
応
安
三
年
八
川
に
符
轆
椛
が
京
都
へ
移
っ
た
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
上
杉
朝
房
と
小
笠
原
長
基
が
並
立
す
る
状
況
と
応
安
年
間
の
京
都
へ
の
管
轄
権
移
動
の
背
景
に
、
両
府
間
の
政
治
的
緊
張
関
係
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
解
の
当
否
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
た
め
、
前
述
し
た
義
詮
・
基
氏
に
よ
っ
て
旧
直
義
党
の
復
帰
が
推
進
さ
れ
た
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
貞
治
年
間
の
小
笠
原
氏
お
よ
び
信
濃
国
人
の
動
向
に
つ
い
て
み
て
み
た
い。建
武
政
権
期
に
は
南
朝
方
に
属
し
、
観
応
擾
乱
期
に
は
価
義
〃
に
幌
し
て
い
た
諏
訪
上
社
・
禰
津
氏
な
ど
は
延
文
年
間
頃
よ
り
幕
府
へ
帰
順
す
る
よ
う
に
な
る
。
禰
津
氏
に
つ
い
て
は
向
背
定
ま
ら
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
小
笠
原
氏
と
鋭
い
対
立
関
係
に
あ
っ
た
諏
訪
上
社
の
諏訪直頼は、延文三年（一一一一五八）の義詮の将軍宣下に供
奉ｆ腿など重用されている・一方で小笠原長基は、前述し
た
よ
う
に
貞
治
一
一
年
の
上
杉
朝
房
の
守
護
就
任
に
よ
り
守
護
職
を
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
国
管
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
失
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
信
濃
国
人
に
対
す
る
発
給
文
書
は
残
っ
て
い
な
い
。
現
存
す
る
貞
治
年
間
に
お
け
る
小
笠
原
長
基
の
発
給
文
書
は
、
同
族
の
小
笠
原
清
政
に
対
す
る
科
所
預
ヶ
状
や
諏
訪
下
社
・
石清水社への寄進棚などであり、ここからは小笠原長基
が
、
守
護
と
し
て
獲
得
し
た
所
領
の
保
全
や
一
族
の
結
集
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
旧
仇
義
党
武
士
の
登
川
と
い
う
方
針
は
、
信
濃
に
お
い
て
一
貸
し
て
血
義
方
式
化
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
小
笠
原
氏
の
地
位
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
小
笠
原
氏
の
貞
治
年
間
に
お
け
る
雌
伏
は
こ
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
関
東
に
お
け
る
旧
直
義
党
武
士
の
復
帰
と
い
う
流
れ
が
義
詮
に
よ
っ
て
も
推
進
さ
れ
た
と
い
う
理
解
は
、
信
濃
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
川
面
義
党
の
復
帰
と
い
う
協
調
路
線
を
採
っ
て
き
た
義
詮
・
基
氏
が
死
去
す
る
と
、
応
安
年
間
頃
よ
り
小
笠
原
氏
は
復
権
し
、
京
都
に
よ
っ
て
守
護
上
杉
朝
房
と
併
存
す
る
軍
部
指
揮
権
者
と
し
て
位
撮
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
刈
該
期
の
状
況
か
ら
信
濃
を
め
ぐ
る
両
府
間
の
対
立
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
は
適
淵
な
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
以
下
の
理
由
か
ら
、
上
杉
朝
房
・
小
笠
原
長
基
の
並
立
状
況
と
応
安
年
間
の
京
都
へ
の
管
轄
権
移
動
を
以
て
両
府
問
の
政
治
的
緊
張
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
（
ｉ
）
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
該
期
の
管
轄
権
移
動
は
、
信
濃
で
抵
＝
一
九
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抗
を
続
け
て
い
た
南
朝
方
勢
力
討
伐
の
た
め
の
措
置
と
い
う
性
格
が
強
い
。
ま
た
、
朝
房
は
信
濃
出
陣
に
あ
た
っ
て
東
国
守
護
を
動
員
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
濃
平
定
の
た
め
に
関
東
管
領
を
兼
帯
し
て
い
た
こ
と
は
有
利
に
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
、
）
田
辺
氏
は
関
東
管
領
が
信
濃
守
護
を
兼
帯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎌
倉
府
が
信
濃
支
配
を
強
化
し
た
と
す
る
が
、
朝
房
が
関
東
答
領
と
し
て
信
濃
以
外
に
発
給
し
た
文
書
は
一
通
の
み
し
か
確
認
で
き
な
い
。
能
憲
と
と
も
に
両
管
領
と
し
て
存
在
し
た
理
由
や
役
割
分担は不明とされて叱秘が、朝房の関東管領就任は川滴
義
党
の
重
鎮
上
杉
憲
顕
の
死
後
、
年
若
い
氏
満
を
管
領
一
一
人
で
補
佐
せ
ん
と
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
と
思
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
信
濃
守
護
上
杉
朝
房
が
関
東
管
領
に
就
い
た
こ
と
に
鎌
倉
府
に
よ
る
信
濃
支
配
強
化
の
目
的
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
Ⅶ
）
基
氏
が
貞
治
六
年
川
月
に
没
し
て
幼
い
氏
満
が
鎌
倉
公
方
と
な
る
と
、
一
時
的
に
京
都
は
信
濃
を
含
む
関
東
分
国
を
管
轄
し
、
応
安
二
年
頃
ま
で
そ
の
状
態
が
続
く
こ
と
が
田
辺
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
鎌
倉
府
が
信
濃
を
管
轄
し
て
い
る
こ
と
は
、
基
氏
死
後
も
信
濃
を
鎌
倉
府
が
管
轄
す
る
こ
と
に
京
都
側
が
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
法
政
史
学
第
七
十
号
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①暦応一一年（一一一一一一一九）～康永一一一年（一一一一四四）頃
関
東
執
事
高
師
冬
の
鎌
倉
下
向
に
と
も
な
う
措
置
で
、
東
国
の
南
朝
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
の
軍
事
的
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
該
期
の
関
東
分
国
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
鎌
倉
府
が
信
濃
に
行
使
し
た
権
限
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
（
ｗ
）
藤
枝
氏
は
史
料
皿
．
Ⅱ
を
も
っ
て
両
府
間
の
対
立
的
関
係
を
読
み
取
る
が
、
支
配
系
統
の
混
乱
に
よ
っ
て
一
度
預
け
置
か
れ
た
所
領
を
本
領
主
に
対
し
て
安
堵
し
た
と
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
史
料
を
も
っ
て
対
立
関
係
を
強
調
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
（
Ｖ
）
上
杉
・
小
笠
原
の
並
立
状
態
に
両
府
間
の
対
立
関
係
を
見
い
だ
す
な
ら
ば
、
応
安
五
年
か
ら
七
年
の
間
に
管
轄
権
が
京
都
に
移
っ
た
後
は
小
笠
原
氏
が
守
護
に
復
帰
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
上
杉
朝
房
が
信
濃
守
護
に
就
任
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
（
．
Ⅵ
）
応
安
年
間
に
は
足
利
氏
満
は
未
だ
本
格
的
な
文
書
発
給
に
も
至
っ
て
お
ら
ず
、
後
の
康
暦
元
年
に
顕
現
し
た
氏
満
の
野
心
を
当
該
期
に
遡
及
し
て
、
向
府
間
に
対
立
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
わ
り
に
四
○
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表信濃国管轄権一覧表
観文文康貞
応和和安治
２元２２４
５１５２５３６２６５
応
安
３
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
国
管
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
康
永
３
必
応永
安和
７３
至
徳
元
弘
歴歴
応応
元２
(胸暦)３８３９ 7０７４７７
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佐藤
麟枝
田辺
湯本
小要
私案
一鎌倉府管轄下にあった期間
一京部管轄下にあった期間
一一鎌倉府管轄下にあった可能性のある期間
下
限
は
常
陸
の
南
軍
討
伐
の
任
を
終
え
て
高
師
冬
が
上
洛
す
る
康
永
三
年
頃
ま
で
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
②観応二年（一一一一五一）四月以降
管
轄
権
が
移
動
し
た
理
由
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
関
東
に
お
け
る
南
義
党
の
勢
力
伸
長
に
伴
う
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
③文和元年（一一一一五二）～一一年（一一一一五一一一）
尊氏が鎌倉に下向し京都の義詮と東国・西国を地域分割
し
て
管
轄
す
る
体
制
の
成
立
に
伴
う
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
文
和
二
年
九
月
の
尊
氏
の
上
洛
と
と
も
に
笹
轄
権
が
京
都
へ
戻
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
④康安二年（’’一一六二）以前～応安七年（一一一一七四）頃
旧
臓
義
党
の
関
東
復
帰
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
義
詮
と
基
氏
と
の
協
調
関
係
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
よ
り
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。
応
安
七
年
の
上
杉
朝
房
の
管
領
辞
職
に
よ
っ
て
濡
轄
が
京
都
へ
戻
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
永
享
の
乱
直
前
の
東
西
境
界
地
域
を
め
ぐ
る
両
府
間
の
緊
張
関
係
や
、
基
氏
期
以
降
の
確
立
し
た
鎌
倉
府
像
を
南
北
朝
前
期
に
遡
及
し
て
い
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
南
北
朝
期
を
通
じ
て
信
濃
の
管
轄
権
が
移
動
し
た
一
義
的
な
理
由
は
、
関
東
安
定
化
の
た
め
の
軍
事
的
基
盤
と
す
る
必
要
性
や
信
濃
に
対
す
る
軍
事
的
課
題
が
生
じ
た
場
１１１
－
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合
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
や
課
題
が
解
決
さ
れ
た
と
き
は
管
轄
権
が
京
都
の
も
と
へ
戻
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
南
北
朝
内
乱
を
経
て
「
関
東
の
外
壁
」
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
信
濃
は
「
室
町
殿
御
分
国
」
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
こ
の
検
討
結
果
は
、
管
轄
権
移
動
が
小
笠
原
氏
の
守
護
権
力
形
成
に
と
っ
て
阻
害
要
因
と
な
っ
た
と
す
る
従
来
の
解
釈
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
永
享
の
乱
面
前
に
お
け
る
村
上
氏
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
管
轄
権
が
鎌
倉
府
に
移
る
こ
と
は
自
然
と
信
濃
に
対
す
る
鎌
倉
公
方
の
求
心
力
を
発
生
さ
せ
た
。
ま
た
、
貞
治
年
間
の
管
轄
権
移
動
は
、
単
に
小
笠
原
氏
の
守
護
失
職
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
国
支
配
を
志
向
す
る
小
笠
原
氏
に
と
っ
て
の
ア
キ
レ
ス
腱
で
あ
る
北
信
地
域
を
中
心
に
盤
踞
す
る
旧
直
義
党
武
士
の
復
権
を
伴
っ
た
の
で
あ
り
、
小
笠
原
氏
の
信
濃
に
お
け
る
権
力
形
成
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
註（１）
（２） 法政
史
学
第
七
十
号
渡
辺
世
祐
「
関
東
中
心
足
利
時
代
之
研
究
」
（
雄
山
閣
、
一
九
二
六
年
、
の
ち
、
一
九
七
一
年
に
新
人
物
往
来
社
よ
り
再
刊
、
’
九
九
五
年
に
同
社
よ
り
改
訂
版
が
発
行
。
）
佐
藤
進
一
「
守
護
制
度
史
上
の
信
濃
」
Ｓ
信
濃
」
第
二
十
巻
十
号
、
’
九
六
八
年
、
の
ち
佐
藤
進
一
「
Ⅱ
水
中
世
史
論
集
」
岩
波
書
店
、
一
九
九
○
年
）
、
同
「
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
上
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
佐
藤
氏
の
見
解
は
前
者
の
論
稿
に
依
る
。
（
３
）
藤
枝
文
忠
「
室
町
初
期
信
濃
国
統
轄
を
め
ぐ
る
京
・
鎌
倉
の
対
立
」
（
「
日
本
歴
史
』
第
二
六
六
号
、
一
九
七
○
年
）
、
田
辺
久
子
「
南
北
朝
前
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
信
濃
国
答
轄
権
の
推
移
」
Ｓ
Ⅱ
本
歴
史
」
第
二
八
六
号
、
一
九
七
二
年
）
、
小
要
博
「
関
東
府
小
論
ｌ
幕
府
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
ｌ
」
（
豊
川
武
先
生
古
稀
記
念
会
編
「
日
本
中
世
の
政
治
と
文
化
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
年
）
、
湯
本
軍
一
「
第
二
章
室
町
幕
府
政
治
の
発
展
と
信
濃
」
（
長
野
県
編
「
長
野
県
史
通
史
編
第
三
巻
中
世
二
」
長
野
県
史
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）
、
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
藤
枝
氏
・
川
辺
氏
・
湯
本
氏
の
見
解
は
こ
れ
ら
の
論
稿
に
依
る
。
（
４
）
川
辺
氏
は
、
信
濃
が
鎌
倉
府
管
轄
下
に
入
っ
た
理
由
と
し
て
、
信
濃
守
護
の
不
在
と
い
う
可
能
性
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
氏
が
指
摘
さ
れ
た
い
ず
れ
の
時
期
も
守
護
と
し
て
の
在
職
徴
証
を
残
す
人
物
が
存
在
し
て
い
る
（
暦
応
～
康
永
年
間
Ⅱ
小
笠
原
貞
宗
・
吉
良
時
衡
正
員
、
観
応
二
年
Ⅱ
諏
訪
直
噸
、
貞
治
年
間
Ⅱ
上
杉
朝
房
）
た
め
、
こ
の
説
に
は
従
え
な
い
。
（
５
）
「
秋
田
藩
採
集
文
書
」
貞
和
元
年
十
二
月
六
日
付
高
師
直
施
行
状
（「信濃史料」〔以下「信史」〕第五巻五一一一二頁）、「円覚寺文
書」貞和一一一年三月二十二日付高師直施行状（「信史」第五
巻
五
五
○
頁
）
。
ち
な
み
に
川
辺
氏
は
「
市
河
文
書
」
貞
和
三
年
川
月
二
十
一
日
付
石
橋
和
義
奉
書
Ｓ
新
編
信
濃
史
料
叢
書
第
三
巻
」
四
二
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〔
以
下
、
出
典
略
〕
）
を
引
付
頭
人
奉
将
と
す
る
が
、
本
文
灘
は
安
堵
方
頭
人
と
し
て
の
発
給
文
書
で
あ
る
。
（６）伊藤喜良「「初期鎌倉府」小論」（「文化」第一一一十二巻第
Ⅲ
ザ
、
一
九
六
九
年
、
の
ち
「
初
期
の
鎌
倉
府
」
と
改
題
し
て
同
氏
「
中
世
国
家
と
東
国
・
奥
羽
」
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
年
）
、
同
「
鎌
倉
府
覚
将
ｌ
幕
府
統
治
機
関
か
ら
の
「
脚
立
」
過
秘
の
雄
礎
的
分
析
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
歴
史
」
第
囚
十
二
巻
、
一
九
七
二
年
、
の
ち
前掲伊藤著書）・前掲註３小要論文。
（
７
）
前
掲
註
６
伊
藤
論
文
・
註
３
小
要
論
文
、
松
本
一
夫
「
南
北
朝
初
期
鎌
倉
府
軍
事
体
制
に
関
す
る
一
考
察
」
Ｓ
古
文
書
研
究
」
第
囚
一
・
四
二
合
併
サ
、
一
九
九
五
年
、
の
ち
同
氏
「
東
図
守
護
の
歴
史
的
特
質
」
岩
川
書
院
、
二
○
○
一
年
）
、
佐
藤
博
信
「
鎌
倉
府
論
ノ
ー
ト
」
（
中
仙
東
国
史
研
究
会
編
「
中
世
東
国
史
の
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
の
ち
「
鎌
倉
府
に
つ
い
て
の
覚
書
」
と
改
題
し
て
何
氏
「
中
世
東
川
の
支
配
構
造
」
恩
文
閣
出
版
、
’
九
八
九
年
）
、
峰
岸
純
夫
「
書
評
佐
藤
博
信
著
「
中
世
東
国
の
支
配
構造」」（「史学雑誌」第而編第六け、一九九一年）、前掲註
３小要論文。
（
８
）
前
掲
註
６
伊
藤
論
文
・
前
掲
註
３
小
要
論
文
、
磯
崎
達
郎
「
初
期
鎌
倉
府
再
考
ｌ
南
北
朝
初
期
の
「
鎌
倉
府
執
伽
」
の
性
格
を
め
ぐ
っ
てｌ」（「史学」第六十一号第三・四号、’九九二年）、松
本
一
夫
「
初
期
鎌
倉
府
の
理
解
に
つ
い
て
」
Ｓ
千
葉
史
学
」
第
八
号、一九九四年）。
（
９
）
「
金
沢
文
庫
古
文
書
」
年
月
日
未
詳
僻
湛
容
書
状
Ｓ
豊
野
町
の
資
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
国
替
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
料
一
豊
野
町
誌
５
」
〔
以
下
「
賎
」
〕
囚
一
三
頁
）
。
（
Ⅲ
）
「
金
沢
文
庫
古
文
書
」
年
未
詳
六
月
七
日
真
如
書
状
（
「
豊
」
四
一
一頁）。
（
Ⅱ
）
湛
蓉
に
つ
い
て
は
、
納
富
常
犬
「
湛
容
の
雄
礎
的
研
究
ｌ
古
文
書
資料を中心としてｌ」（「金沢文庫研究」第十一一一巻第五号、
一
九
六
七
年
）
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
「
企
画
歴
学
僧
湛
容
の
軌
跡
」
三
○
○
七
年
）
な
ど
を
参
照
。
（
里
福
島
紀
子
「
金
沢
称
名
寺
に
よ
る
信
濃
同
太
川
荘
支
配
に
つ
い
て
ｌ範義書状についてｌ」（「信濃」第囚十八巻第五号、一九
九六年）。
（
Ｂ
）
青
木
文
彦
「
上
杉
家
文
書
「
足
利
氏
書
状
」
の
再
検
討
ｌ
初
期
鎌
倉
府
の
構
想
ｌ
」
（
「
埼
玉
地
方
史
」
第
二
十
六
号
、
一
九
九
○
年
「
原
田
正
剛
「
関
東
管
領
交
替
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ｌ
高
師
冬
の
関
東
管
領解任をめぐってＩ」（峰岸純夫編「Ⅱ水中枇史の再発見」
士Ⅱ川弘文飾、二○○三年）。
（ｕ）（Ａ）・・・「上杉家文書」（「新潟県史資料編３中世１」
二九八号）、（Ｂ）…「上杉家文什」（「Ｍ」二九六号）。
（
胆
）
前
掲
註
皿
青
木
論
文
。
な
お
、
史
料
３
の
復
元
の
詳
細
に
つ
い
て
は同論文を参照。
（
肥
）
武
蔵
の
州
偶
に
つ
い
て
は
阿
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
傍
線
部
の
記
述
か
ら
信
濃
が
関
東
の
管
轄
下
に
な
か
っ
た
こ
と
は
明
向
で
あ
ろ
う
。
（
Ⅳ
）
「
勝
山
小
笠
原
文
書
」
建
武
三
年
六
月
二
十
六
日
足
利
直
義
御
教
普
Ｓ
新
編
信
濃
史
料
叢
書
」
第
十
二
巻
〔
以
下
、
出
典
略
〕
）
、
建
四
三
Hosei University Repository
武
三
年
七
月
四
日
足
利
直
義
御
教
書
、
建
武
三
年
七
月
五
Ｈ
足
利
尊
氏
御
教
書
、
建
武
三
年
七
月
十
六
日
足
利
直
義
御
教
書
、
建
武
三
年
八
Ⅱ
二
十
Ⅱ
Ⅱ
足
利
尊
氏
御
教
書
。
（
旧
）
「
太
平
記
」
「
巻
十
九
青
野
原
軍
附
八
幡
合
戦
並
顕
家
卿
討
死
事」（「信史」第六巻三七一頁）。
（
四
）
「
守
矢
文
評
」
所
収
「
守
矢
貞
実
手
記
」
（
「
新
編
信
濃
史
料
叢
書
第七巻」〔以下、出典略〕）。
（
別
）
「
市
河
文
書
」
建
武
囚
年
三
月
Ｕ
市
河
親
宗
軍
忠
状
・
建
武
四
年
三
月
日
市
河
経
助
軍
忠
状
・
建
武
四
年
一
一
一
月
日
市
河
経
助
蝋
忠
状
・
建
武
四
年
三
川
Ｈ
市
河
助
房
代
小
見
経
胤
瀬
忠
状
・
建
武
旧
年
一
一
一
月
Ⅱ
市
河
助
扉
代
小
見
経
胤
耶
忠
状
。
（
皿
）
「
市
河
文
書
」
康
永
二
年
十
二
月
Ｈ
市
河
倫
房
代
親
房
軍
忠
状
。
な
お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
に
依
っ
て
字
句
を
補
訂
した。
（
型
）
「
市
河
文
書
」
暦
応
四
年
六
月
日
市
河
倫
房
軍
忠
状
。
な
お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
に
依
っ
て
字
句
を
補
訂
し
た
。
（
羽
）
こ
の
「
偏
州
守
護
」
に
つ
い
て
「
新
編
偏
濃
史
料
叢
洲
第
三
巻
」
は
小
笠
原
貞
宗
に
比
定
す
る
が
、
松
本
一
夫
氏
は
「
吉
良
時
衡
の
正
員
」
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
積
極
的
な
比
定
は
し
て
い
な
い
（
松
本
一
夫
「
南
北
朝
初
期
幕
府
軍
事
体
制
の
一
様
態
ｌ
信
濃
国
の
場
合
ｌ
」
〔
「
信
濃
」
第
五
十
七
巻
１
号
、
二
○
○
五
年
〕
）
。
し
か
し
、
松
本
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
康
永
元
年
九
月
以
降
小
笠
原
貞
宗
の
守
護
在
職
徴
証
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
信
州
守
護
」
は
小
笠
原
貞
宗
に
比
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
法
政
史
学
第
七
十
号
（
別
）
「
無
量
寿
寺
文
書
」
康
永
元
年
八
月
十
五
日
鹿
島
利
氏
巾
状
案
弓
新
訂
増
補
国
史
大
系
弘
後
鑑
第
一
篇
」
）
、
前
掲
註
７
・
註
８松本論文。
（
妬
）
松
本
一
夫
氏
は
前
掲
註
調
論
文
八
八
七
頁
に
お
い
て
史
料
４
に
論
及
し
、
「
こ
の
時
期
、
信
濃
が
鎌
倉
府
管
轄
下
に
入
っ
て
い
た
か
否
か
微
妙
で
あ
り
、
鎌
倉
府
か
ら
の
命
令
に
よ
る
動
ｕ
な
の
か
、
あ
る
い
は
幕
府
が
鎌
倉
府
の
執
事
に
し
て
総
大
将
で
あ
っ
た
高
師
冬
を
支
援
す
る
た
め
に
信
濃
に
軍
勢
を
発
遣
さ
せ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
松
本
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
前
掲
註
型
史
料
に
よ
り
、
関
東
十
ヶ
Ｎ
に
陸
奥
・
信
濃
を
加
え
た
十
二
ヶ
国
か
ら
軍
勢
が
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
躯
実
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
な
こ
の
時
期
の
管
轄
権
移
動
の
経
緯
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
大
宝
城
攻
め
に
あ
た
り
鎌
倉
府
か
ら
の
動
員
命
令
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
佐
藤
和
彦
氏
は
史
料
４
に
つ
い
て
、
「
信
濃
の
守
護
が
、
領
国
内
の
国
人
領
主
ら
を
ひ
き
い
て
、
常
陸
ま
で
遠
征
し
、
合
戦
の
の
ち
、
役
所
を
警
間
し
、
し
か
る
の
ち
に
帰
川
し
て
い
る
こ
と
に
注
Ⅱ
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
足
利
力
の
侍
大
将
高
師
冬
を
頂
点
と
し
て
、
東
図
の
守
護
と
囚
人
ら
が
、
組
織
的
に
参
陣
と
帰
国
を
く
り
か
え
す
と
い
う
方
式
が
完
成
し
つ
つ
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
「
第
三
章
南
北
朝
内
乱
と
下
野
」
〔
栃
木
以
史
編
さ
ん
委
以
会
編
「
栃
木
映
史
通
史
編
３
中
世
」
栃
木
雌
、
一
九
八
四
年
〕
四
七
六
頁
）
。
な
お
、
史
料
４
に
見
え
る
「
警
同
役
所
等
」
に
つ
い
て
は
、
関
城
合
戦
に
参
加
し
た
豊
島
重
久
の
軍
忠
状
で
あ
る
「
豊
島
・
宮
城
文
評
」
脱
水
元
年
六
Ⅱ
Ⅱ
豊
島
嘔
久
着
到
状
四
四
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（
「
中
世
豊
島
氏
関
係
史
料
集
二
）
豊
島
・
宮
城
文
書
」
豊
島
区
立
郷
士
資
料
館
、
一
九
八
八
年
）
に
「
若
御
料
警
固
」
と
み
え
る
。
（
妬
）
こ
の
「
信
州
守
護
」
は
「
市
河
文
書
」
暦
応
三
年
八
月
Ｈ
市
河
倫
房
軍
忠
状
に
み
え
る
「
守
護
御
代
向
吉
良
兵
庫
允
時
衡
」
の
正
且
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
〃
）
「
小
林
家
文
書
」
暦
応
囚
年
六
月
日
小
林
重
政
着
到
状
（
中
世
史
部
会
「
資
料
紹
介
資
料
編
中
仙
袖
遺
二
）
小
林
家
文
書
」
〔
「
群
馬県史研究」第二十九号、一九九一年〕）、「鶴岡社務記録」
暦
応
四
年
六
月
七
日
条
、
「
上
杉
家
文
書
」
康
永
二
年
正
月
二
十
七
Ⅱ
足
利
直
義
御
教
書
Ｓ
新
潟
県
史
資
料
編
３
中
世
ｌ
」
六
一
○号）、「一一一浦和田文書」（年未詳）二月十九Ｈ源頼Ⅲ書状
（
「
新
潟
県
史
資
料
編
４
中
世
２
」
一
二
七
阿
号
）
。
（
聖
小
国
浩
寿
「
奥
州
阿
符
領
と
関
東
向
執
事
ｌ
初
期
鎌
倉
府
と
奥
州
ｌ」（「中央史学」第二十一一一号、二○○○年、のち小脚浩寿
『鎌倉府体制と東国」吉川弘文館、二○○｜年）。
（
空
史
料
５
に
つ
い
て
は
、
信
濃
守
護
と
と
も
に
越
後
へ
発
向
し
た
「
大
将
伊
予
守
」
が
如
何
な
る
人
物
か
と
い
う
点
に
お
い
て
問
題
が
残
る
。
こ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
越
後
に
発
遣
さ
れ
た
か
が
、
こ
の
軍
事
行
動
を
鎌
倉
府
の
指
櫛
に
よ
る
も
の
か
否
か
判
断
す
る
こ
と
に
関
わ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
次
の
軍
勢
催
促
状
の
発
給
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
人
名
比
定
は
難
しい。「色
部
達
郎
氏
所
蔵
文
書
」
暦
応
Ⅲ
年
正
月
ｌ
Ⅱ
伊
予
守
某
淑
勢
催
促
状
（
田
島
光
男
編
『
越
後
国
人
領
主
色
部
氏
史
料
集
」
〔
神
林
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
国
符
轄
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
年
〕
）
越
後
国
凶
徒
退
治
事
、
来
三
月
廿
Ｒ
以
前
可
令
発
向
也
、
早
致
用
意
於
搦
手
、
可
被
軍
忠
候
状
如
件
、
暦
応
四
年
正
Ⅱ
十
Ⅱ
伊予守（花押）
（
側
腿
）
色部一二郎蔵人殿
こ
の
「
伊
予
守
」
の
人
名
比
定
に
つ
い
て
は
①
上
杉
憲
顕
、
②
上
杉
朝
定
、
③
字
都
南
氏
綱
の
三
つ
の
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
①
ｔ
杉
憲
顕
に
つ
い
て
は
、
山
本
隆
志
氏
な
ど
が
主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
（
山
本
隆
志
「
第
一
部
第
四
章
南
北
朝
内
乱
と
守
護
上
杉
氏
権
力
の
定
着
」
〔
上
越
巾
史
編
さ
ん
委
只
会
編
「
ｌ
越
市
史
通
史
編
２
中
世
」
二
○
○
四
年
〕
）
、
こ
の
時
の
合
戦
に
憲
顕
が
出
陣
し
て
い
る
こ
と
か
ら
同
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
憲
顕
が
伊
予
守
に
任
官
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
く
、
暦
応
四
年
段
階
の
而
途
も
民
部
大
輔
で
あ
り
こ
の
比
定
は
成
立
し
な
い
。
②
上
杉
朝
定
に
つ
い
て
は
「
越
佐
史
料
』
巻
二
に
お
い
て
示
さ
れ
た
見
解
で
あ
り
根
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
暦
応
川
年
四
月
十
三
Ⅱ
に
越
後
脚
柵
川
庄
内
安
田
条
方
上
方
を
丹
波
回
光
福
寺
に
寄
進
し
て
い
る
（
丹
波
安
国
寺
文
詩
）
こ
と
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
朝
定
は
建
武
旧
年
十
月
以
降
、
引
付
頭
人
と
し
て
の
活
動
が
み
ら
れ
る
上
、
建
武
三
年
か
ら
暦
応
四
年
七
川
ま
で
弾
正
少
弼
を
官
途
と
し
て
い
た
た
め
（
阪
川
雄
一
「
南
北
朝
前
期
に
お
け
る
上
杉
氏
の
動
向
ｌ
上
杉
朝
定
・
憲
顕
・
重
能を中心にｌ」〔「国史学」第一六四号、一九八八年〕）、こ
の比定も成立しない。③宇都宮氏綱は赤澤計眞氏が主雌す
る
も
の
で
あ
る
（
赤
澤
計
眞
「
上
杉
氏
の
越
後
入
部
と
観
応
の
擾
四
五
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乱」〔「新潟史学」第二十一号、一九八八年、のち、赤澤計
眞
「
環
日
本
海
歴
史
民
俗
学
叢
書
６
越
後
上
杉
氏
の
研
究
」
高
志
書
院
、
一
九
九
九
年
に
収
め
る
。
〕
）
。
赤
澤
氏
は
官
途
の
一
致
か
ら
文
和
元
年
に
越
後
守
護
と
な
っ
た
宇
都
宮
氏
綱
に
比
定
す
る
が
、
宇
都
宮
氏
綱
は
貞
和
五
年
八
川
に
従
五
位
下
下
野
守
に
補
任
さ
れ
る
ま
で
は
無
位
無
官
で
あ
り
、
伊
子
守
と
見
え
る
の
は
文
和
元
年
十
二
月
か
ら
貞
治
元
年
頃
ま
で
で
あ
っ
た
（
江
川
郁
夫
「
鎌
倉
府
「
雌
揮
山
体制」と宇都宮氏綱」〔「地方史研究」第二八五号、二○○
○
年
ご
た
め
、
こ
の
赤
澤
氏
の
比
定
も
成
立
し
な
い
。
も
と
よ
り
、
筆
者
は
現
段
階
に
お
い
て
こ
の
文
書
の
花
押
を
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
官
途
の
一
致
の
み
か
ら
の
比
定
も
消
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
結
論
的
に
は
こ
の
「
伊
予
守
」
は
現
段
階
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
暦
応
四
年
六
月
以
降
に
上
杉
憲
顕
が
越
後
に
下
向
し
て
転
戦
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
「
伊
予
守
」
と
上
杉
憲
顕
が
ま
っ
た
く
同
時
期
に
越
後
に
お
い
て
軍
事
行
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
伊
予
守
」
は
上
杉
氏
の
一
族
も
し
く
は
上
杉
憲
蜘
陛
下
の
人
物
で
あ
る
と
推
測
し
て
お
き
た
いＯ
（釦）山皿徹「南北朝期の守護在京」（「日本史研究」第五三四
号、二○○七年）。
（別）「三宝院賢俊僧正日記」貞和二年二月十六日条（「信史」
第五巻五三囚頁）。
（型「師守記」Ｓ信史」第六巻二頁）。
（羽）「太平記」巻第二十七「御所團事」（「信史」第六巻五二
法
政
史
学
第
七
十
号
頁）。
（
別
）
「
唐
津
市
小
笠
原
記
念
館
所
蔵
文
書
」
暦
応
二
年
六
月
十
一
日
高
師
直
施
行
状
（
「
信
史
」
未
収
、
「
南
北
朝
遺
文
九
州
編
」
一
三
五
五号）。
（
妬
）
こ
の
よ
う
な
状
態
は
観
応
～
延
文
年
間
に
お
け
る
出
羽
国
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
小
要
博
「
関
東
府
と
川
羽
ｌ
斯
波
兼
瀬
の
発
給
文
符をめぐってｌ」〔「与野巾史綱査報告書」第七集、一九八
五年〕）。
（胡）「金沢文庫古文書」（観応二年ヵ）四月二日上杉憲顕書状
案
Ｓ
豊
」
）
。
原
田
正
剛
氏
は
こ
の
文
書
に
つ
い
て
、
関
東
管
領
化
杉
憲
顕
が
禅
律
方
に
よ
る
裁
許
の
遵
行
を
確
実
に
行
う
よ
う
依
頼
し
た
挙
状
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
前
掲
註
Ⅲ
原
川
論
文
）
。
（〃）「市河文書」観応二年六月二Ⅱ石塔噸房奉書。
（胡）「金沢文庫古文書」観応二年六月十日室町幕府禅律方頭
人奉書案（「豊」囚二三頁）。
（胡）小要博「足利義詮と下知状形式文書」含史路」創刊号、
一九七八年）。
（仙）「鰹」四二四頁。
（４）「上杉家文書」観応二年一一一Ⅱ十一一一Ⅱ足利直義御教書（「新
潟
県
史
資
料
編
３
中
世
二
六
一
一
号
）
。
（蛇）前掲註６伊藤論文。
（
⑬
）
小
要
博
「
足
利
尊
氏
と
御
内
書
」
（
「
Ｈ
本
史
研
究
」
第
一
七
三
号
、
一
九
七
七
年
）
、
同
「
発
給
文
書
よ
り
み
た
る
足
利
義
詮
の
地
位
と
権
限
」
（
「
法
政
史
学
」
第
二
十
八
号
、
一
九
七
六
年
、
の
ち
上
四
六
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島
有
編
「
Ⅱ
本
古
文
書
学
論
集
七
中
肚
Ⅲ
南
北
朝
時
代
の
武
家
文書」吉川弘文館、一九八六年）。
（
坐
「
勝
山
小
笠
原
文
書
」
旺
平
七
年
正
月
Ｉ
九
Ｈ
足
利
尊
氏
御
教
書
・
正
平
七
年
正
月
十
九
冊
足
利
尊
氏
御
教
書
・
正
平
七
年
正
月
十
九
Ⅱ
足
利
尊
氏
御
教
書
・
観
応
三
年
七
Ⅱ
十
七
Ⅱ
足
利
尊
氏
下
文
・
文
和
二
年
上
川
Ⅱ
Ⅱ
足
利
鯨
氏
御
教
菩
・
文
和
三
年
七
川
五
Ⅱ
足
利
鹸
氏
御
教
書
・
文
和
二
年
し
Ⅱ
（
Ⅱ
足
利
尊
氏
御
教
書
案
。
（
妬
）
前
掲
説
３
．
註
咄
小
妥
論
文
。
む
ろ
ん
、
束
下
し
て
き
た
鹸
氏
に
よ
る
統
治
時
期
を
単
純
に
「
鎌
倉
府
椅
轄
時
期
」
と
み
る
こ
と
に
問
題
は
あ
る
。
こ
の
時
期
は
鎌
倉
府
に
帰
属
し
て
い
た
と
み
る
よ
り
は
「
在
鎌
倉
の
尊
氏
に
帰
属
し
て
い
た
時
期
」
と
言
っ
た
万
が
的
確
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く
論
じ
る
準
備
は
な
い
が
、
東
国
側
の
政
治
的
管
轄
下
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
中
で
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
広
義
の
鎌
倉
府
符
輔
下
に
あ
っ
た
時
期
と
み
な
し
た
。
（
妬
）
「
勝
山
小
笠
原
文
書
」
文
利
旧
年
五
Ⅱ
二
十
六
Ⅱ
足
利
義
詮
御
教
ｔ
ｉ
ｏ
（
仰
）
前
掲
註
３
小
要
論
文
、
小
林
保
夫
「
南
北
期
・
室
町
期
の
京
と
鎌
倉
（
上
）
ｌ
鎌
倉
府
発
給
文
評
の
分
析
ｌ
」
（
「
堺
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
十
し
け
、
一
几
八
二
年
）
、
角
川
朋
彦
「
足
利
雄
氏
発
給
文
書
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
駒
澤
大
学
史
学
論
集
」
第
二
十
五
号
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
を
参
照
。
（蛆）「石清水菊大路家文書」貞治四年二月一一一Ｈ足利義詮書状
（「信史」第六巻囚二八貝）。
南
北
朝
期
に
お
け
る
信
濃
Ｎ
菅
輔
権
の
推
移
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
花
岡
）
（
蛆
）
「
円
覚
寺
文
書
」
（
貞
治
二
年
ヵ
）
八
月
二
十
一
Ⅱ
足
利
義
詮
御
内
｛一一一
書
、
貞
治
□
年
十
月
七
日
上
杉
朝
房
施
行
状
。
な
お
、
小
林
計
一
郎
「
信
濃
守
護
考
」
（
「
伊
那
」
第
八
～
十
一
号
、
一
九
六
二
年
、
の
ち
小
林
計
一
郎
「
信
濃
中
世
史
考
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
に
収
める）をはじめとする信濃守護の沿革について一一一一向及した先
行
研
究
で
は
、
こ
の
文
誉
の
年
廿
の
虫
抜
箇
所
を
「
五
年
」
と
し
た
上
で
、
上
杉
朝
房
の
信
濃
守
護
補
任
を
貞
沽
Ⅲ
年
以
降
と
し
て
き
た
が
、
「
信
濃
山
科
第
六
巻
」
に
掲
救
さ
れ
た
写
典
版
や
「
相
州
文
書
」
所
収
の
写
し
で
確
認
す
る
と
「
二
」
と
よ
め
る
こ
と
、
京
都
の
命
令
が
面
接
僧
濃
守
護
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
文
書
は
貞
治
二
年
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
上
杉
朝
房
は
上
杉
憲
顕
が
関
東
に
復
帰
し
た
貞
治
二
年
に
信
濃
守
護
に
就
任
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（印）「石清水八幡宮旧記抄」貞治三年囚月八日足利義詮御内
件
案
（
石
清
水
八
幡
滴
文
替
を
読
む
会
「
灯
清
水
八
幡
宮
関
係
史
料
の紹介」〔「白山史学」第川十二号、二○○六年〕）。この史
料
は
近
年
紹
介
さ
れ
た
「
信
濃
史
料
」
未
収
の
も
の
で
、
宛
所
の
「
村
上
中
務
大
輔
殿
」
は
比
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
而
途
か
ら
み
て
村
上
師
凶
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
は
内
容
的
に
み
て
守
護
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
貞
治
二
年
に
は
上
杉
朝
房
の
信
濃
守
護
在
職
徴
証
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
村
止
師
川
を
信
濃
守
護
と
み
る
の
は
問
題
が
あ
る
。
よ
り
現
地
で
の
実
力
行
使
が
求
め
ら
れ
る
案
件
で
あ
っ
た
た
め
に
在
地
で
勢
力
を
持
つ
村
化
氏
を
使
節
と
し
て
任
用
し
た
事
例
と
考
え
た
い
。
皿
七
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（
皿
）
「
空
華
日
川
工
夫
略
集
」
（
蔭
木
英
雄
「
訓
注
空
華
ｎ
用
工
夫
略
集ｌ中世禅僧の生活と文学ｌ」恩文閣出版、一九八三年）。
（田）「高文書」貞治四年八Ⅱ二十七Ⅱ足利基氏御教脅（「神奈
川
県
史
資
料
編
３
古
代
・
中
世
（
３
上
匡
〔
以
下
、
『
神
邑
四
五
四
八
号
）
、
「
茂
木
文
書
」
貞
治
四
年
九
月
二
十
七
Ｒ
足
利
基
氏
御
教
書
Ｓ
神
」
四
五
五
一
号
）
。
（ご「茂木文書」貞治五年十月十二円足利基氏御教書（一神』
川五七八ｎ万）、貞治六年囚月二Ⅱ足利基氏御教書（「神」川
五九百万〉。
（別）「川上文書」（「神』四三九六ｎ万）。「信濃史料」が「続錦
雑
誌
」
所
収
の
写
を
採
録
し
本
文
評
の
信
懸
性
に
疑
義
を
呈
し
た
た
め
、
先
行
研
究
で
は
本
文
書
を
検
討
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
何
日
付
・
同
内
容
の
文
書
が
鎌
倉
覚
園
寺
（
「
覚
園
寺
文
書
」
〔「神」〕四一一一九五号）に発給されていることや、「川上文
書
」
所
収
の
も
の
が
正
文
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
判
断
し
た
。
（
弱
）
こ
の
時
期
、
祈
祷
を
命
令
す
る
史
料
９
の
み
し
か
信
濃
に
対
す
る
鎌
倉
府
の
発
給
文
書
が
見
ら
れ
な
い
点
は
不
安
が
残
る
が
、
鎌
倉
公
方
基
氏
が
鎌
倉
府
符
職
川
外
に
祈
祷
命
令
を
発
給
し
た
躯
例
が
兄
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
（
前
掲
註
〃
角
田
論
文
）
、
鎌
倉
府
が
信
濃
へ
の
権
限
行
使
を
認
め
ら
れ
て
い
た
と
判
断
し
た
い
。
（
冊
）
小
要
要
「
関
東
管
頷
補
任
沿
革
小
稿
そ
の
（
二
）
」
（
芥
川
龍
男
編『日本中世の史的腱開」文献出版、一九九七年）。
（
ご
「
空
華
Ⅱ
川
工
夫
略
集
」
何
Ⅱ
灸
。
法
政
史
学
第
七
十
号
（
聖
「
空
華
日
用
工
夫
略
集
」
同
日
条
。
（
兜
）
「
花
営
三
代
記
」
同
日
条
（
「
群
書
類
従
第
二
十
六
輯
雑
部」）。
（帥）「鎌倉大日記」Ｓ増補続史料大成」）。
（Ⅲ）「続教訓抄」所収「豊原信秋記」応安七年三月四ｎ条、
四
月
十
九
Ⅱ
条
（
「
信
史
」
補
遺
上
巻
二
八
三
頁
）
。
湯
山
学
「
信
濃
・
上
総
両
村
上
氏
と
鎌
倉
府
ｌ
金
沢
称
名
寺
と
村
上
貞
頼
ｌ
」
〔「六浦文化研究」第旧号、一九九年〕）、前掲註別山川論
文。
（
他
）
こ
の
時
期
の
下
限
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
る
が
次
の
「
守
矢
文
書
」
応
安
五
年
九
Ⅱ
１
五
Ⅱ
足
利
義
満
御
教
書
写
で
あ
る
。
｜
、
信
濃
園
諏
訪
郡
内
小
井
川
・
山
川
両
郷
事
、
所
被
預
滑
也
、
早
守
先
例
可
致
沙
汰
、
依
仰
執
達
如
件
、
応
安
五
年
九
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ⅱ
一
献
と
）
細
川
殿
武
蔵
守
御
判
（
伽
箆
）
諏
訪
兵
部
大
輔
入
道
殿
応
安
五
年
九
月
段
階
で
京
都
か
ら
信
濃
へ
直
接
、
所
領
預
潰
の
文
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
本
文
書
は
、
応
安
五
年
十
二
月
～
Ｎ
七
年
三
川
の
問
と
み
ら
れ
る
朝
房
の
関
東
符
領
辞
職
と
何
時
に
信
濃
管
轄
権
が
移
動
し
た
と
い
う
私
案
と
矛
盾
す
る
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
田
辺
氏
は
こ
の
文
書
を
、
京
都
が
信
濃
脚
を
管
轄
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
な
が
ら
、
「
信
濃
史
料
」
が
「
研
究
の
余
地
あ
り
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
応
安
三
年
八
月
に
管
轄
権
が
京
都
に
移
っ
た
と
い
う
自
説
の
傍
証
史
料
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
四八
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